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照陽の家には訪問看護ステーションハートケアがあります。

訪問看護とは看護師がご自宅を訪問し、看護ケアを提供し、療養生活を支援するサービスです。

照陽の家は住み慣れた地域において、高齢者の方、お子様、地域の方、

誰もが集い、多様なサービスや活動の中で支え合う拠点です。

今月の

言葉

朝、になれば 昨日は消える 昨日あったこと 辛いことも 悲しいことも

もうここにはない どうしてか 新しい、今日という日が 僕たちに与えられたのだ！

今日を生きよう！ 昨日のことは 知識としてだけ 覚えといて ～葉 祥明～

インフルエンザが流行していますが、鬼退治、リハビリ体操をして何とか踏ん張っています。

今年は例年になくインフルエンザが猛威を振るい次々と罹患者が出ています。そこでイン

フルエンザについて改めて復習をしてみましょう。

①インフルエンザの感染経路 : 飛沫感染：咳やくしゃみと共に放出されたウィルスを吸い

込む事により起こります。 接触感染：ウィルスが付着したものを触れた後に目、鼻、口な

どに触れる事で粘膜を通じて感染します。 ②インフルエンザの症状、経過 : 感染 →１

～ 3日（ 3 8℃以上の高熱、全身倦怠感、関節痛、筋肉痛、頭痛などの全身症状がありま

す。 発症 →１～ 3日（咳、喉の痛み、鼻水などの呼吸器症状） 1週間後に軽快します。

③インフルエンザの合併症 : 高齢者：最近の二次感染による肺炎・気管支炎・慢性機関

支援の増悪など。 乳幼児：インフルエンザ脳炎、中耳炎、熱性けいれんなど。④インフ

ルエンザの治療 : 安静にして睡眠や休養を十分にとり脱水症状が起こりやすいため水分

補給をこまめに行う事が重要です。⑤インフルエンザの予防 :インフルエンザのウィルス

はとても早く増殖するので症状も急速に進みます。外出後の手洗い、うがいをさらに徹底

し１～ 2時間おき位に部屋の換気、また人混みは出来るだけ避けるようにして下さい。急

な高熱や体調不良を感じたら軽く思わず医療機関を受診する事が大切です。

消防署の前を通って富士見公園へお散歩です☆冬

恒例のたこ焼きをしました❤タコは入っていませんが、

美味しかったです！机いっぱいに紙を広げてクレヨン

でお絵かきをしました☆ふれあいの里に行き、広い所

でたこあげ！頑張って走らないと飛ばないですね。

立 春 を 過 ぎ 余 寒 な お 厳 し き 頃 、 皆 様 い か が お 過 ご し で し ょ う か ？ 今 年

は 雪 の 少 な い 冬 の よ う で 桜 の 開 花 予 測 も 例 年 よ り 早 め と の 事 、 い つ も

な が ら 春 の 到 来 を 心 待 ち す る こ の 頃 で す 。 さ て 、 今 年 1 0 月 に は 消 費 税

ア ッ プ の た め 介 護 保 険 報 酬 の 一 部 見 直 し が 予 定 さ れ て い ま す 。 そ れ に

先 立 ち 、 昨 年 、 厚 生 労 働 省 の 大 島 老 健 局 長 の 講 演 を 聞 く 機 会 が あ り ま し

た 。 そ の 後 、 改 め て 厚 生 労 働 省 の こ れ か ら の 介 護 保 険 に つ い て の 考 え 方

と し て 「 本 年 は 介 護 保 険 の 見 直 し 作 業 に 入 る 年 」 と の 説 明 が あ り ま し た 。

大 島 局 長 に よ る と キ ー ワ ー ド は 「 集 い 」 「 互 い 」 「 知 恵 」 と の 事 。 「 集 い 」

は 徒 歩 1 0 分 圏 内 に 高 齢 者 が 集 ま る 「 集 い の 場 」 の 設 置 を 推 奨 し て い く 。

「 互 い 」 は 住 民 互 助 で そ の 仕 組 み を 広 げ て い く 。 「 知 恵 」 は 医 療 ・ 介 護 の

専 門 職 が さ ら に 連 携 し 課 題 解 決 し て い く ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て い く 事

と 説 明 さ れ ま し た 。 介 護 保 険 は 平 成 1 2 年 4 月 に 施 行 し 今 年 で 2 0 年 目 に

入 り ま す 。 こ の 2 0 年 の 良 き 悪 し き 推 移 を 私 た ち は 身 に 染 み て 感 じ て い

ま す 。 ご 承 知 の よ う に 介 護 は 家 族 だ け で 出 来 る 事 で も な く 又 、 事 業 者 だ

け で 対 応 す る も の で も あ り ま せ ん 。 出 会 い か ら 別 れ ま で 私 た ち は 沢 山 の

想 い 出 を ご 本 人 と 共 に 共 有 し な が ら 貴 重 な 時 間 を 重 ね て い き ま す 。 そ し

て そ の お 姿 か ら 生 き る 事 、 死 ぬ 事 は や は り 簡 単 な 事 で は な い 事 を 教 え

ら れ ま す 。 先 に 見 え る 景 色 が 年 老 い て い く 人 々 に と っ て 生 き て 来 て 良

か っ た と 思 え る 景 色 に す る た め に も 私 た ち は 身 近 な 方 々 と 協 力 し 合 い

温 か な 地 域 作 り を 微 力 な が ら 担 っ て 行 き た い と 念 願 し て い ま す 。

施 設 長 三 代 富 士 子


